


I　 研 究の成果 　 (1000字 程度)

(図表 も含 めて分か りやす く記入 の こと)

　本研究では、超臨界二酸化炭素流体(scCO2に 溶解 した酢酸 ビニルモ ノマーをポ リエチ レン

(PE)の 非晶領域に含浸 した後その場で重合 させ ることでPE／ ポ リ酢酸 ビニル(PVAc)ブ レン ド

を得た。PE／PVAcブ レン ドは結晶／非晶 と ミクロに相分離 した構造を有 してお り、その表面は

結晶／非晶に ミクロ相分離 した表面を有 していた。scCO2の特徴 としてPVAcはPEの 非晶領域に

のみ存在するため、PEIPVAcブ レン ドの表面を加水分解することで非晶領域 に水酸基を導入す

る ことがで き、親 水／疎水 か ら成 る ミクロ相 分離 した

表 面を形成す る ことができた(Scheme(a))。 導入 した

水酸 基 に生体適 合性 に優 れ たホ スホ リル コ リン(PC)

基 を付加 、 も しくは2－ メ タク リロイル オ キ シエ チル

ホスホ リル コ リン(MPC)を 表 面開始原子 移動 ラジカル

重合(ATRP)に よ りさま ざまな親水 ／疎水 か ら成 る ミク

ロ 相 分 離 し た 表 面 を 得 る こ と に 成 功 し た

(Scheme　 (b),(c))。

　純 水 を用い た動的接触角 の結 果 をFig.1に 示 す。親

水性 の官能基 が導 入 され る と表 面の親水 性 が 向上 し

た。PC基(PE／PVAc-PC)は 水酸基(PE／PVAc-OH)よ りも

親水 性が 向上 した。ATRPの 場合 では前進お よび後退

接触角 はMPCの 鎖長 が長 くな ると急激 に下 がったが

、短い場合([M]／[1]＝50)で はPE／PVAc-PCと 同様 の値

を 示 した 。 これ ら の 表 面 の 親 水 性 は 鎖 長 が 短 い

Poly(MPC)で は ミク ロ相 分離 の疎水性 の影響 を受 け、

鎖 長 が長 い とPoly(MPC)が 表 面 を覆 って しまい相分

離構 造 の影響 を受 けない こ とが分 かった。

　蛍 光 標識 した アル ブ ミン(FITC-albumin)を 用 いた

タンパク質の吸着試験 の結果 をFig.2に 示す。表面 の

親水 性の 向上 に伴 い タ ンパ ク質 の吸 着 量 は減 少 した

。PE／PVAc-PC表 面のmicro一BCA法 に よる定 量結果は

～0 ,2μg／cm2[で あ り、この値 は 良好 な血液お よび生体

適 合 性 を 示 す こ とが し られ て い る。 鎖 長 の 長 い

Po1y(MPC)に な るとよ りタ ンパ ク質 の吸着抑 制効果 が見 られ た。PC基 を導入 した表 面 と鎖長 の

短 いPoly(MPC)グ ラ フ ト表 面はPE／PVAc-OHの ミクロ相分離 した疎 水性表 面 の影 響 を受 けてい

るが 良好 な タンパ ク質の吸 着抑制 を示 した。








